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細胞生存率は XTT アッセイを用いて測定した．In vivo における抗腫瘍効果は，皮下腫瘍モ
デルならびにリンパ節転移モデルを用いて検討した．KillerRed の細胞内蓄積は，光照射に
よる癌細胞内での ROS 産生とアポトーシスを惹起した．マウスにおいて TelomeKiller の腫





による PDT は，腫瘍細胞を効率的に破壊する抗腫瘍療法の戦略として有望である． 
